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「
近
世
朝
廷
の
女
性
た
ち
」
趣
旨
説
明
朝
幕
研
究
会
　
現
実
的
課
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
は
、
そ
の
実
態
や
意
味
合
い
、
朝
幕
関
係
を
解
明
す
る
た
め
、
様
々
な
視
角
か
ら
基
礎
的
、
実
証
的
、
論
理
的
な
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
、
当
該
研
究
の
基
盤
形
成
・
進
展
を
主
目
的
に
「
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
　
第
一
回
大
会
」
を
開
催
し
、
宮
地
正
人
・
高
埜
利
彦
両
氏
の
講
演
と
5
名
に
よ
る
個
別
報
告
・
質
疑
討
論
を
通
じ
て
、
多
く
の
有
益
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
（
朝
幕
研
究
会
編
『
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
　
－
第
一
回
大
会
成
果
報
告
集
1
』
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
。
　
今
大
会
で
は
新
た
な
研
究
の
展
開
を
期
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
朝
廷
の
女
性
た
ち
」
を
開
催
す
る
。
王
権
と
女
性
の
問
題
を
、
古
代
か
ら
近
代
至
る
ま
で
取
り
組
ん
で
い
る
義
江
明
子
氏
が
、
近
世
の
女
帝
に
つ
い
て
「
別
個
の
分
析
が
必
要
」
（
義
江
明
子
「
古
代
女
帝
論
の
過
去
と
現
在
」
安
丸
良
夫
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
　
天
皇
と
王
権
を
考
え
る
』
七
、
二
〇
〇
二
年
）
と
し
て
留
保
し
て
い
る
点
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
基
本
的
な
組
織
や
制
度
、
史
料
の
発
掘
、
基
礎
的
事
実
の
解
明
等
が
い
ま
だ
途
上
に
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
場
を
設
け
、
報
告
と
討
論
を
通
じ
て
成
果
を
検
証
し
た
上
で
、
課
題
を
明
確
に
す
る
意
義
は
大
き
い
。
　
但
し
、
途
上
で
あ
る
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
と
い
う
消
極
的
な
点
だ
け
で
は
近
世
朝
廷
の
女
性
た
ち
を
分
析
対
象
と
す
る
意
義
は
十
分
で
な
い
。
そ
こ
に
は
二
つ
の
眼
目
が
あ
る
が
、
予
め
議
論
の
前
提
と
な
る
「
女
性
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
不
可
欠
な
「
性
差
」
を
明
確
に
し
、
議
論
の
拡
散
化
を
防
ぎ
た
い
。
　
性
差
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
い
う
認
識
の
問
題
（
あ
る
い
億
そ
こ
か
ら
外
れ
る
認
識
の
問
題
）
と
、
外
的
及
び
内
的
器
官
・
性
染
色
体
と
い
う
生
物
学
的
な
問
題
を
複
合
的
に
考
え
る
視
角
は
、
近
一1一
年
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
例
え
ば
、
加
藤
秀
一
『
性
現
象
論
ー
差
異
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
社
会
学
1
』
勤
草
書
房
、
一
九
九
八
年
。
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
『
ジ
ェ
ン
ダ
i
・
ト
ラ
ブ
ル
ー
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
撹
乱
1
』
青
土
社
、
一
九
九
九
年
等
）
。
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
こ
の
視
角
に
則
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
歴
史
学
の
方
法
で
実
証
的
に
こ
れ
ら
を
論
証
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
身
分
制
社
会
固
有
の
規
定
性
を
重
視
し
、
身
分
表
象
（
持
ち
物
、
装
束
、
儀
礼
、
空
間
、
機
構
等
）
を
機
軸
と
し
て
、
そ
れ
を
「
男
性
」
「
女
性
」
と
二
元
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
　
で
は
、
近
世
朝
廷
の
女
性
た
ち
を
検
討
す
る
意
義
は
何
か
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
二
つ
の
視
座
・
論
点
を
設
定
す
る
。
　
第
一
に
、
支
配
者
層
と
し
て
君
臨
し
、
身
分
制
社
会
を
維
持
す
る
機
能
を
果
た
し
た
存
在
と
し
て
の
意
義
付
け
で
あ
る
。
近
代
皇
后
論
に
お
い
て
、
「
主
婦
の
鑑
」
「
慈
母
」
と
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
成
に
一
役
買
い
、
帝
国
主
義
と
侵
略
戦
争
に
加
担
し
た
美
子
・
節
子
・
良
子
と
各
天
皇
の
側
室
に
関
す
る
解
明
が
進
ん
で
久
し
い
（
片
野
真
佐
子
『
皇
后
の
近
代
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
三
年
。
加
納
美
紀
代
『
天
皇
制
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
。
一
方
、
近
世
に
お
い
て
は
、
天
皇
の
政
治
的
宗
教
的
機
能
が
解
明
さ
れ
、
皇
后
・
女
院
を
は
じ
め
、
内
親
王
や
比
丘
尼
御
所
な
ど
、
天
皇
の
周
辺
に
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
を
支
え
た
女
性
に
つ
い
て
個
別
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
次
に
求
め
ら
れ
る
課
題
は
、
彼
女
た
ち
の
政
治
的
宗
教
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
契
機
を
動
態
的
に
把
握
し
、
国
家
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
第
二
に
、
近
世
朝
廷
に
お
け
る
社
会
集
団
と
し
て
の
側
面
を
深
化
さ
せ
る
点
で
あ
る
。
山
口
和
夫
氏
は
、
近
世
朝
廷
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
社
会
集
団
論
の
中
に
位
置
づ
け
、
天
皇
・
公
家
集
団
を
特
別
視
す
る
視
角
の
脱
却
に
成
功
し
、
構
造
的
把
握
を
提
示
し
た
（
「
天
皇
・
院
と
公
家
集
団
　
ー
編
成
の
進
展
と
近
世
朝
廷
の
自
律
化
と
階
層
制
に
つ
い
て
ー
」
、
一
九
九
八
年
度
歴
史
学
研
究
会
近
世
史
部
会
大
会
報
告
。
後
に
『
歴
史
学
研
究
』
七
一
六
、
一
九
九
八
年
）
。
既
述
の
性
差
理
解
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
、
天
皇
・
朝
廷
を
取
り
巻
く
女
性
た
ち
の
存
在
自
体
も
、
社
会
集
団
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
近
世
朝
廷
の
構
造
的
把
握
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
朝
廷
内
部
の
構
造
と
合
わ
せ
て
、
複
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
近
世
天
皇
・
朝
廷
の
位
置
づ
け
に
新
た
な
地
平
が
広
が
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
近
年
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
武
家
社
会
の
「
奥
」
機
能
解
明
と
も
通
底
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
政
治
史
や
社
会
集
団
論
の
視
点
を
軸
と
し
て
、
女
性
史
・
家
族
史
の
研
究
を
加
味
し
、
総
合
的
・
総
体
的
な
議
論
を
深
め
た
い
。
　
以
上
の
趣
意
、
問
題
関
心
、
課
題
設
定
か
ら
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
三
名
に
報
告
を
要
請
し
た
。
久
保
貴
子
氏
は
、
天
皇
家
の
女
性
た
ち
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
検
討
を
行
な
う
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
基
調
と
な
る
報
告
で
、
個
々
の
女
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
特
質
を
提
起
す
る
。
渡
邊
雄
俊
氏
は
、
桜
町
天
皇
正
妃
の
青
綺
門
院
二
条
舎
子
を
事
例
と
し
て
、
上
皇
不
一2一
在
・
天
皇
幼
少
期
の
朝
廷
内
部
に
お
け
る
女
院
の
政
治
的
役
割
を
検
討
す
る
。
高
橋
博
氏
は
、
後
宮
（
「
奥
」
・
「
内
儀
」
）
奉
仕
者
で
あ
っ
た
女
官
の
職
務
と
彼
女
た
ち
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
検
証
し
、
女
官
組
織
の
構
造
把
握
に
つ
い
て
提
起
す
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
視
座
に
則
せ
ば
、
渡
邊
報
告
が
第
一
の
、
高
橋
報
告
が
第
二
の
眼
目
へ
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
久
保
報
告
は
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
理
解
す
る
も
の
と
位
置
付
け
得
る
。
な
お
、
こ
の
分
野
は
い
ま
だ
研
究
蓄
積
が
乏
し
い
の
で
、
古
代
・
中
世
史
の
立
場
か
ら
の
意
見
・
批
判
を
頂
き
、
有
益
な
方
向
性
を
得
る
た
め
、
伴
瀬
明
美
氏
に
コ
メ
ン
ト
を
依
頼
し
た
。　
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
る
が
、
活
発
な
議
論
を
期
待
す
る
。
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郎
）
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